
＜世界のインフラ投資およびアジア圏でのインフラ投資予測＞ 

○アジア圏のインフラ投資必要額（2015－2020年、2015－2025年） 

 2015年から2025年の世界のインフ
ラ投資必要額は33兆ドルであり、アジ
ア圏においては約40%の14兆ドル。 

 アジア圏でのインフラ投資必要
額のうち、約32%は道路関連への
投資 
 
4.6兆ドル/10年＝約4,600億ドル/
年＝約57兆円/年）。 

○世界のインフラ投資（2015～2025年の累積投資必要額） 

約32% 

14,317.9×32%≒4580（10億㌦） 
          ≒4.6兆㌦ 

アジア地域で見込まれる鉄鋼スラグ製品の需要 参考資料７－２ 

（一社）日本鉄鋼連盟提供資料 

出典：みずほ総合研究所 リサーチTODAY
（2015年8月17日） 



出典：国土交通省 道路統計年報 道路・都市計画街路 
    事業費総括表より抜粋し作成 

出典： ・経済産業省 砕石等統計年報（天然材、再生材） 

     ・鐵鋼スラグ協会 鉄鋼スラグ統計年報（鉄鋼スラグ） 
      上記2資料より抜粋し作成  

＜日本の道路関連投資および路盤材出荷量との比較＞ 

日本の道路関連への投資額はアジ
ア圏での道路関連への年間投資必
要額（推定）の約1/10（例えば、2012年

では5.6兆円/57兆円）) 
（路盤材の年間需要量に関しても
約1/10 と推定） 

日本の年間鉄鋼スラグ路盤材出荷
量は、全路盤材出荷量の約10% 
 
 
(アジア圏内での路盤材の需要は
日本の約10倍と推定（8～9億トン）) 

上記より、日本の年間鉄鋼スラグ路盤材出荷量は、アジア圏の年間路盤材需要
量（推定）の1%程度に過ぎず、仮に鉄鋼スラグ路盤材出荷量の10%をアジア圏へ
の輸出に向けると、アジア圏での鉄鋼スラグ路盤材比率は約0.1％と推定される。 


